
誰もが安心して安全に、そして豊かに笑顔で生活できる戸塚中学校
校長 栗 田 智 則　

　 梅雨入りをしたばかりなのに最高気温30℃を超える真夏日が連日観測されるようになりました。暑熱
順化が進んでいない季節です。こまめな水分補給を心がけ、栄養を十分に摂取するなど、熱中症対策を
しながら賢く生活をしていきたいものです。学校では、ＷＢＧＴ計でグランドや体育館等の活動場所の
暑さ指数 を記録・確認して、「ＷＢＧＴ３３℃以上は運動中止」を徹底していきます。＊

 ＊暑さ指数（人体の熱収支に与える影響の大きい①湿度②日射・輻射など周辺の熱環境、③気温の３つ
を取り入れた指標）
　さて横浜市では今春、ＳＮＳの普及等、子どもたちを取り巻く環境が大きく変化し、いじめ事案も複
雑化・多様化している社会情勢を踏まえて「横浜市いじめ防止基本方針」を改定しました。それに伴
い、戸塚中学校いじめ防止基本方針も改定にむけて検討中です。現行の方針（学校HP公表）において
も、いじめ防止対策委員会を定期開催するとともに、教育相談や生活アンケートを充実させて、早期発
見・早期対応に努めているところです。生徒指導上小さなトラブルでも、その事実や状況・背景などを
丁寧に確認して、子どもたちの成長につなげていくよう、保護者の皆さまのご協力をいただきながら組
織的に対応をしています。生徒の皆さんには、もしも何か困ったことやつらいこと、悩むことがあった
時は、必ず周りに助けを求めて相談をしてほしいと願っています。保護者や先生たち周囲の大人は、皆
さんの味方となることを忘れないでください。そして、相談をしながら乗り越える力も身に付けてほし
いと思います。４月の始業式で2,3年生にむけて話をした内容を掲載します。
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　前略）春休み中には、オンラインゲームで知り合った人に会いに行った東京の女子高校生が、ちょっとした口論の末、殺害
されるという凄惨な事件が報道されていました。
生徒の皆さんには「被害者」にも「加害者」にもなってほしくないと、先生たちは、いつも思っています。皆さんは、一人一
人が、かけがえのない大切な存在です。昨年の「いのちの授業」では『皆さんの生命は、３億分の１から生まれた奇跡の存
在。生きているだけで素晴らしい』ということを教えていただきました。粗末に扱っていい生命なんてありません。排除して
いい生命なんてないんです。戸塚中学校として「いじめは絶対に許さない」という意識と雰囲気づくりを、皆さんと一緒に、
大切にしたいと思います。「いじめは人権侵害」です。どんな理由をつけようが、いじめられてもよい生命、存在などありま
せん。先生方も「生徒の皆さんの生命を、存在を大切にして」いきます。どこかで誰かが傷ついている、悩んでいるような居
心地の悪い学校よりも、誰もが安心して安全に、そして豊かに、笑顔で生活できる戸塚中学校を、一緒に創り上げる姿を大切
にしてください。（中略）悩みがあることは、成長しようとする証でもあります。決して悪いことではありません。悩まない
ことよりも どう悩みを乗り越えていくか。自分がどう考えていけば、どう捉えていけば、悩みを乗り越えられるのか。どう
努力をしていけば、成長することができるか。失敗したことを次に生かしていけるか。一緒に相談して、考えて、前進しまし
ょう。
モンゴルを代表するある詩人の作品に「たった一言が･･･」と題する詩があります。心ない一言が、どれほど、人の心を傷つ
けてしまうのか。反対に、真心の励ましの一言で、どれほど人の心を、奮い立たせていくことができるか。詩の内容はこうで
す
「私は、やっとの思いで重さに耐えていた。重い荷物に力が尽き果てんとしていた。そのとき、いとしき人がかけてくれた一
言。私は元気を取り戻し、心たくましくなった。そして、重荷も、羽根のごとく軽くなった。宇宙をも、肩に背負える気がし
た。たった一言で、なんという結果がもたらされることか。」
「私は、神のごとく、一日中、働いた。そこへ意地悪な隣人がやってきて、一言、発した。すると、喜びは影を落とし、腕か
ら力が抜けた。私の荷物は、岩のごとく重くなり、地面に落ち、足もとに穴をあけた。たった一言で、なんという結果がもた
らされるか。」
人間の心は、本当に微妙です。だからこそ、温かい雰囲気で、お互いを励ましあいながら、この一年間、さまざまな学習場面
を通して、戸中生としての誇りをもって、豊かな人間力を身に付けていってほしい、そう願っています。（後略）


